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Ｑ34.球磨川水系における生態系の変化を把握するために、どの

ような調査を行っているのでしょうか。 

 

○ 球磨川水系を含む全国の 1 級河川等では、河川に生息する生物

等に関する調査を実施し、河川環境保全のための基礎情報を収

集・整理する「河川水辺の国勢調査」を実施しています。 

 

○ 河川水辺の国勢調査は、「魚類調査」、「底生動物調査」、

「植物調査」、「鳥類調査」、「両生類・爬虫類・哺乳類調

査」、「陸上昆虫類等調査」の 6 項目の生物調査と、植生図と

瀬・淵や水際部の状況等や河川構造物を確認する「河川環境基図

作成調査」、河川空間の利用者数などを確認する「河川空間利用

実態調査」の計 8 項目の調査を実施しています。 

 

○「魚類調査」、「底生動物調査」、「河川環境基図作成調査」、

「河川空間利用実態調査」は、5 年に 1 回。「植物調査」、「鳥

類調査」、「両生類・爬虫類・哺乳類調査」、「陸上昆虫類等調

査」は、10 年に 1 回を基本として実施しており、調査結果につ

いては、「河川環境データベース（河川水辺の国勢調査）」で公

表しています。 

 

○ さらに、河川水辺の国勢調査以外にも自然再生事業等の実施に

あたり、「事業実施前」や「事業実施中」、「事業実施後」にお

いて、生物調査等を実施しています。 

 

○  また、川辺川の流水型ダムの環境影響評価に関連して実施し

ている調査については、ダム周辺地域の環境の状況を把握する

ことを目的に調査を実施しています。 

調査の実施状況及び調査結果については、「川辺川の流水型

ダムに関する環境影響評価レポート」に記載しています。 

 

 

https://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/dam/kankyou_torikumi/hyouka_report.html
https://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/dam/kankyou_torikumi/hyouka_report.html
https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/



